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論　　文　　の　　要　　旨

〈目的〉

　人工血管の開発はラ1952年のVoorheesらの高分子材料を便った合成線維の人工血管の開発から

始まった。その後ヨ各種高分子材料が試作され試験され。現在は臨床的にはむacr㎝及びexp鋤ded

po1ytetraf1uoethy1ene（ePTFE）が用いられている。6㎜より太い人工血管については既に実用化さ

れ，臨床的に大きな問題なく多用されている。しかし小口径人工血管（5㎜以下）については長期

問開存性に関して問題がありうその解決が急がれている。人工血管の構造上の修正として有孔性を

増やす事によって，小口径血管の修復過程の変化を期待しヨより長期の開存性ラ即ち長期使用にた

え得る為の条件を基礎的実験により検討した。

　特にporosityを大きくした人工血管を試作し，動物実験で従来の各種人工血管と比較する基礎的

実験を行った。

1）6種類の人工血管（グラフトロ径5㎜，グラフト長4～5㎝）を用いた。

　texti1egraftとして

　USαBionit　n（k－D1500：porosity1500／c㎡min：9本）

　Ube　Woven　Straight　Graft50（w－D50：porosity50m1／c㎡min14本，試作）

　Ube　Knitted　Straight　Graft500（k－D500：porosity500m1／㎡min：6本ラ試作）
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　Toray　Kitted　Tube（k－T20001porosity2000m1／㎡min：10本ヨ試作）

nOnteXti1egraftとして

　ePTFE30（fibri〕ength30μm：7本）

　ePTFE80（fibri〕ength80μm：7本ヨ試作）

2）雑種成犬（体重12～20㎏）を用い、人工血管は両側の頸動脈に植え込んだ。

3）6か月にて犠牲死させ，植え込んだ人工血管を吻合部を含めて摘出した。摘出した人工血管は

縦軸方向に切開し，肉眼観察，光顕的検査害走査電顕検査を行った。

　肉眼的所見では平滑に見える部分を内皮細胞被覆部としてその面積割合を検討した。

　光顕的には，内皮細胞占拠部の確認，およびHE染色と免疫組織化学染色を用いた第V㎜因子固定

による内皮細胞の確認ヨ仮性内膜の厚さの測定，増殖細胞の同定などの病理学的検索を行った。

　更に走査電顕によって仮性内膜表面上の内皮細胞を確認した。

〈結果および考察〉

1）6か月後のグラフト開存率はヨw－D50：O％，k－D500166．7％，k－D1500：55．5％、k－T2000：

80％。ePTFE30：55．5％、ePTFE80：7！．4％であったが雪w－D以外は統計的有意差は認められな

かった。

2）内皮細胞被覆部にっいてヲk－D500127，2±8．7％ヨk－D！500：45．2±10．4％、k－T2000：81．2±

20．5％、ePTFE30：35，3±7．5％，ePTFE80：68．1±22，9％であった。

　Dacr㎝系の人工血管（k－D500，k－D1500，k－T2000）では有孔性が増えるにつれてヨ統計学的

な有意差をもって内皮細胞被覆状態の改善を認めた（P＜O．0001：k－T2000vs．k－D500；p＜O．0004

：k－T2000vs．k－D1500）。なおePTFE系でもfibri11e㎎thの増加1三伴って内皮細胞被覆状態の有

意差を認めた（p＜O．O03）。

　走査電顕による人工血管内の内皮細胞の形態についての検討では。血流の中枢側でも正常内皮細

胞に比較して丸く，配列が不規則である傾向が認められた。

　仮性内膜の厚さについての検討ではヨk－D500：873．3±62．1μm，k－D1500：661，4±90．8μm，k－T

2000：403．4±52．6μmラePTFE30：795．8±52．0μmヨePTFE80：528．7±71．7μmである。両グ

ラフト群ともヨ統計学的には有孔性が増すに従って有意に薄くなる傾向が認められた（p＜O．OO01：

k－D500vs．k－T2000；k－Dユ500vs．k－T2000；ePTFE30vs．ePTFE　80）。k－T2000及び

ePTFE80では線維芽細胞を始めとする増殖細胞が外膜側から人工血管のmatrix内に多数侵入し，

新生血管形成が盛んな事が組織像から明らかとなったが里その他の人工血管ではこれらの所見は乏

しかった。

審　　査　　の　　要　　旨

　本論文では，循環器外科，血管外科領域での手術手段として非常に重要であるが。いまだ解決出

来ていない長期使用可能な小口径人工血管の開発を目指して行った基礎的実験結果を報告してい
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る。即ち，Dacr㎝とePTFE人工血管の有孔性を増す工夫を施しラ犬を用いた動物実験による基礎

的研究を行った。

　この工夫によって、人工血管内により広範囲内皮細胞の定着を見ておりヨ又吻合部付近を申心に

安定した比較的薄い仮性内膜を認めている。

　以上よりヨ有孔性を増した小口径人工血管にヨグラフト修復過程の改善が認められラ長期開存性

．が得られる可能性が示された。

　本研究は臨床的に使用出来る小口径人工血管を開発する為に大変重要な点を明らかにしており大

いに評価される。

　よって、著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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